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付属資料 2. 事業事前評価表（技術協力プロジェクト） 

 

事業事前評価表（技術協力プロジェクト） 

 

作成日：平成 19 年 5 月 10 日 

担 当 理 事 ： 松 本  有 幸 
担 当 部 ： 地 球 環 境 部 

１．案件名 

タンザニア国ザンジバル水公社経営基盤整備プロジェクト 

２．協力概要 

（１） プロジェクト目標とアウトプットを中心とした概要の記述 

本プロジェクトは、2006 年 8 月にザンジバル水・建設・エネルギー・国土省、水開発

局（Department of Water Development (DWD)）から公社化されたザンジバル水公社

（Zanzibar Water Authority (ZAWA)）に対して、ZAWA の管轄地域であるザンジバル共

和国の首都ストーンタウン及びその近郊の給水地域において顧客満足度の高い料金徴

収業務体制を定着させるための支援を行うものである。なお、同地域では並行して無償

資金協力「ザンジバル都市給水計画」（2006 年 6 月～2009 年 3 月）による施設整備・

更新（水源、配水池、浄水場、送配水管、高架水槽等）が行われており、この施設整備

と本プロジェクトによる料金徴収業務体制の整備により、ZAWA の独立採算制の確保を

目指すものである。 

（２） 協力期間 

2007 年 8 月～2010 年 7 月（3 年間） 

（３） 協力総額（日本側） 

約 2.8 億円 

（４） 協力相手先機関 

ザンジバル水・建設・エネルギー・国土省（Ministry of Water Construction, Energy and 

Lands (MWCEL), Zanzibar） 

ザンジバル水公社（Zanzibar Water Authority (ZAWA)） 

（５） 国内協力機関 

特になし 

（６） 裨益対象者及び規模、等 

(ア) 直接裨益者：ZAWA の顧客サービス、料金業務に関連する職員 約 30 名 

(イ) 間接裨益者：ZAWA に登録されている顧客 約 47,000 世帯 

 

３．協力の必要性・位置付け 

（１） 現状及び問題点 

タンザニア国（以下「タ」国）は、大陸部のタンガニーカ共和国と、ウングジャ島と
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ペンバ島を中心とするインド洋上の島々からなるザンジバル共和国から構成されてい

る。ザンジバルの首都ストーンタウンがあるウングジャ島の人口は約 60 万人である。

ザンジバル共和国都市地域（ストーンタウン及びその近郊）では、1920 年代に地下

水・湧水を水源とした水道が建設され、1990 年までに 158km に及ぶ送配水管、送水場、

7 ヵ所の配水池が整備されてきた。しかしながら、財政難によって施設の改修や拡張が

行われなかったために、現在都市地域の給水率は 6 割程度であると推定される。さらに、

給水系統によって差はあるものの、平均週３日程度の断水を余儀なくされている。また、

配水管の老朽化に伴う管内負圧の発生により、管内に汚水が流入し、水質が悪化してい

ることが水因性疾病の罹患率を高める原因となっている。 

このような状況の下、「タ」国は安全かつ安定した飲料水の供給増加を目的に、我が

国に無償資金協力を要請した。同要請に対し、我が国が 2002 年に派遣した予備調査団

によって、ザンジバル都市地域における上水道の送配水系統の更新・拡張の必要性が確

認されたのと同時に、水道使用者から水道料金が殆ど徴収されていない事実も確認され

た（一部産業顧客からは料金徴収を行っている）。2006 年 8 月まで水道事業を担ってい

た DWD の 2003 年度の収支実績は、約 1.0 億円の赤字経営（収入 700 万円、支出 1.1

億円）と推定されており、コストリカバリー率が約 7％弱という劣悪な経営状況であっ

た。さらには、維持管理費支出は総支出の 1％未満と異常に低いことが確認された（日

本の水道事業体（指定都市）の修繕費売上高は 12％）。したがって、水道料金の徴収を

行い、収支の健全化を図ることが、無償資金協力実施の前提であるとの提言が予備調査

団によってなされた。 

その後、2005 年 3 月（無償資金協力基本設計調査終了時点）に料金徴収規定を含む

水政策関連法案が成立する見込みが得られなかったために、無償資金協力本体の実施は

見送られた。しかし、2006 年 1 月にザンジバル政府から、同法案を国会に提出済であ

り、これを基に水道利用者から料金を徴収することを表明した書簡が我が国大使館へ提

出されたため、我が国は本案件実施のための前提条件が整ったものと判断し、2006 年 6

月に「ザンジバル都市給水事業」第一期無償資金協力事業の交換公文が締結された。 

ザンジバル都市給水は DWD によって省庁直営で行われていた形態から、2006 年 8

月に公社化された ZAWA に移管されたのに伴い、水道料金徴収システムの確立に向けて

制度化が進められている。これまでに一般家庭からの水道料金徴収の実績がないため、

顧客サービス志向への組織文化の転換、料金徴収業務実務体制の確立及び定着による給

水事業の経営面の強化、住民の支払い意思の醸成等の課題に直面しており、公営企業体

による水道経営の経験豊富な我が国に本技術協力プロジェクトの協力要請がなされた。

（２） 相手国政府国家政策上の位置付け 

2002 年 1 月に策定されたザンジバル・ビジョン 2020（Zanzibar Vision 2020）では、

国民全員の安全な水へのアクセスのための具体的な目標として、許容可能な料金にて信

頼のおける水を供給するための管理体制を整備することや、すべての水利用者に対して

効率的かつ効果的に水道料金を請求・徴収する体制を構築することを掲げている。また、

ザンジバル・ビジョン 2020 の実施に向けて同時に策定されたザンジバル貧困削減計画
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（Zanzibar Poverty Reduction Plan）では、都市給水衛生分野において、①都市周辺部

における管網の更新及び建設、②住民意見を反映した政策及び運営体制への改善、③水

質管理の向上、が掲げられている。 

上記ザンジバル共和国の政策に関し、我が国は無償資金協力「ザンジバル市街地給水

計画」によって、都市地域の給水施設の更新・建設及び維持管理に係る協力を実施して

いる。本プロジェクトは、水道料金徴収に対する協力を始めとする、安全な水の供給体

制の整備に関するものであり、相手国政府の国家政策に合致している。 

（３） 他国機関の関連事業との整合性 

ザンジバル共和国ではタンザニア本土と異なり、まだ援助協調は進展しておらず、各

援助機関が個別に支援している。関連する事業は以下のとおり。 

・FINNIDA（フィンランド国際開発庁） 

1991 年から 1995 年にかけて給水設備、維持管理システムの整備、料金徴収システム

確立と人材育成分野において協力を行っていたが、1995 年以降にザンジバルの政権交

代の混乱を原因とするヨーロッパの援助機関の支援停止により当事業を中断した。2002

年以降、FINNIDA は MWCEL 測量局にてウングジャ島の GIS 地図を作成支援している。

・UNDP（国連開発計画） 

2006 年に ZAWA に対し車両 2 台とパソコン 6 台を供与。 

・KfW（ドイツ金融復興公庫） 

2006 年から廃棄物及び排水等の環境料金の徴収に係る指導を実施。 

このように ZAWA に関係する協力は行われているものの、経営改善に関連する支援は

行われておらず、他国機関の事業と本プロジェクトとの重複はない。FINNIDA の事業に

よって作成されている GIS 地図の活用や、KfW が環境料金の徴収にあたって実施したプ

ロセスを参考にすることによって、本プロジェクトを効率的に実施する。 

（４） 我が国援助政策との関連、JICA 国別事業実施計画上の位置付け（プログラムにおける

位置付け） 

2006 年に第 4 回世界水フォーラムにて我が国から発表された「水と衛生に関する拡

大パートナーシップイニシアティブ」では、基本方針として政府組織や制度の整備と人

材育成を掲げているとともに、具体的な取り組みとして維持管理運営に係るソフト面の

支援や運営主体の能力向上への支援を掲げている。また、JICA 国別事業実施計画では、

都市部における上下水道の経営体制の未確立という問題点に対して、都市部における給

水施設の整備及び住民の維持管理体制の構築を、今後の協力の重点として位置づけてい

る。 

本プロジェクトは、料金徴収実務体制の強化を通じて ZAWA の経営基盤整備を目的と

しており、我が国の水セクター支援方針、及び対「タ」国支援方針に合致する。 

４．協力の枠組み 

本プロジェクトは、ZAWA にザンジバル共和国ストーンタウン及びその近郊の給水地域

を対象とした、顧客満足度の高い料金徴収業務体制の確立を目指すものである。 

具体的には、水道料金を一般顧客から徴収していなかった DWD の体制を引きずってい
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る ZAWA に、独立採算制の確立を目的とする公営企業としての意識定着を図り、料金徴

収業務を行うための組織体制を検討する。また、ZAWA が水道水を供給している顧客と給

水装置の位置を把握することによって、顧客管理システムを構築する。構築した顧客管理

システムを踏まえて、ZAWA の収支計画に基づく料金徴収体系・体制を検討し（各戸に水

道メーターが未設置のため、料金徴収開始時は定額制の料金体系を予定）、料金徴収業務

と苦情処理業務を ZAWA 職員が本プロジェクトにて実施する実務訓練を通じて習得する。

さらに、本プロジェクトにて水道メーターを設置するパイロット給水区域での検針業務訓

練を通じて、従量制による料金徴収体系への移行にも備える。 

〔主な項目〕 

（１） 協力の目標（アウトカム） 

① 協力終了時の達成目標（プロジェクト目標）と指標・目標値 

プロジェクト目標 

顧客満足度の高い料金徴収業務体制が確立される。 
指標： 

(ア) 顧客満足度の上昇 

(イ) 料金徴収額の増加（3 億 5 千万 Tsh/年 1 （2007 年 3 月時では約 9 千万

Tsh/年）） 

 

② 協力終了後に達成が期待される目標（上位目標）と指標・目標値 

上位目標 

ZAWA の水道事業体としての独立採算に向けた基盤が整備される。 
指標： 

(ア) 水公社の総事業費用のコストリカバリー率（50％の支出を自己収入でま

かなう) 

 

（２） 成果（アウトプット）と活動 

① アウトプット、そのための活動、指標・目標値 

成果１ 

ZAWA 職員に公営企業としての意識が定着する。 
指標： 

1-1. 中期ビジョンの作成 

1-2. 明確化された各部署の業務分担 

1-3. 明確化された服務規律 

1-4. 職員の業務への意識の改善度 

活動： 

① ベースライン調査（顧客の満足度、支払い意思等）を実施する。 

                                                  
1 3億 5千万 Tsh の計算根拠：産業顧客と2007年 3月時点で戸別給水を直接に受けている顧客 （＝約1万 4千戸)

の 50％から料金徴収が可能である、とした。 
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② 職員個人に焦点を置いた定期的なキャパシティ・アセスメントを実施す

る。 

③ 組織体制と人事制度の課題について検討した上で目標とする体制、制度案

を作成する。 

④ 目標とする組織体制、制度案が ZAWA 職員に定着するための研修を行う。

 

成果２ 

顧客管理システムが整備・運営される。 
指標： 

2-1. 作成された 47,000 世帯の一般顧客とその他すべての顧客の住所（位置）

や給水装置の情報 

2-2. 顧客管理システムへの情報の更新件数（給水装置情報 200 件/月程度、顧

客管理情報の更新数約 30 件/月） 

2-3. 作成された顧客管理システム・マニュアル 

2-4. 研修で顧客管理システムの使用方法を習得した職員数（30 名） 

活動： 

① 既存の地図情報を関連諸機関から収集し、給水施設及び家屋の位置を地図

に入力する。 

② 顧客情報（契約者、用途、給水形態、使用人数等）入力のためのフォーマ

ットを作成する。 

③ 顧客管理システム作成・運用に関しマニュアルを作成し、訓練を実施する。

④ 職員が顧客、給水施設及び家屋の位置の情報を収集し、フォーマットに入

力する。 

⑤ ZAWA 職員が顧客管理システムを継続的に保守改善する。 

 

成果３ 

ZAWA の経営形態 2 を踏まえた収支計画に基づき料金体系が確立する。 
指標： 

3-1. 作成された 10 年間の収支計画 

3-2. 作成された料金体系 

3-3. 広報活動の実施数 

3-4. 顧客の支払い意思の向上（プロジェクト終了時では料金徴収率） 

3-5. 組織化された公共水栓利用者グループの数（500 グループ） 

活動： 

① ZAWA の経営形態を踏まえた収支計画を作成し、それに基づき料金体系を

検討する。 

                                                                                                                                                            
2 独自財源と政府補助金のバランスが取れた状態 
3 2007 年 3 月時点で直接に戸別給水を受けている顧客：推定約 1万 4 千戸＝2006 年 3 月の登録顧客 4万 7千のう

ち約 30％ 
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② 料金体系に対する住民理解を得るための広報活動を行う。 

③ 公共水栓を利用する世帯からも水道料金を徴収するために、公共水栓を利

用する世帯の組織化を支援する。 

 

成果４ 

ZAWA 職員が料金徴収・苦情処理実務を習得する。 
指標： 

4-1. 作成された料金徴収マニュアル 

4-2. 作成された苦情処理マニュアル 

4-3. 料金徴収に関する訓練実施回数と受講者数（30 名） 

4-4. 苦情処理訓練実施回数と受講者数（30 名） 

4-5. 料金徴収率（直接に給水を受けている約 1 万 4 千の顧客のうち 50％） 3

活動： 

① 料金徴収体制を検討の上、適切な料金徴収体系案を作成する。 

② 料金徴収のための実務訓練を実施する。 

③ 苦情処理のための実務訓練を実施する。 

④ 料金徴収を開始し、料金徴収・苦情処理業務を定期的にモニタリングする。

⑤ 未納顧客対策を実施する。 

 

成果５ 

顧客に対する水消費のモニタリング体制を確立する。 
指標： 

5-1. 産業顧客への説明会の実施（参加事業所数 230） 

5-2. 水道メーターの設置数（産業顧客 230 接続、一般顧客 100 接続） 

5-3. 水道メーターの訪問検針記録（上記 330 接続/月） 

5-4. 作成された検診業務マニュアル 

5-5. 検針業務の訓練受講者数（20 名） 

活動： 

① 料金徴収とメーター設置に対する産業顧客等の理解を得るための広報活

動を行う。 

② 一般顧客へのメーター設置のパイロット地域を検討・決定する。 

③ 産業顧客とパイロット地域の一般顧客に水道メーターを設置する。 

④ 検針業務マニュアルを作成し、検針の訓練を行う。 

⑤ 水道メーターを設置した箇所に対して検針を行う。 

 

（３） 投入（インプット） 

① 日本側（総額 2.8 億円） 

専門家派遣：総括（組織/水道経営）、料金徴収、顧客サービス、住民組織化 
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供与機材：顧客管理システム関連機器、ZAWA 職員訓練用量水器 

研修員受け入れ：本邦研修、第三国研修 

その他：現地コンサルタント傭上、研修用経費 

② タンザニア国側 

カウンターパートの配置（プロジェクトディレクター、プロジェクトマネージャー、専

門家のカウンターパート、秘書）、プロジェクト事務所（ZAWA 内）、ZAWA 職員訓練場

所及び事務手続きの手配、必要な資機材、プロジェクト運営費 

（４） 外部要因（満たされるべき外部条件） 

(ア) 前提条件 

・ 水規約 2006（現在策定途中の水道料金徴収を行うことを明記した法規）が承認さ

れ、施行される。 

・ ZAWA がプロジェクト予算を確保する。 

(イ) 外部条件 

① プロジェクト目標達成のための外部条件 

 訓練を受けた ZAWA 職員の転職や配置転換が発生しない。 

② 上位目標達成のための外部条件 

 一般顧客への水道メーター設置が行われる。 

 

５．評価 5 項目による評価結果 

（１） 妥当性 

本プロジェクトは以下に示すとおり、「タ」国政府の政策、対象地域のニーズ、我が

国の援助政策との整合性があり、妥当性は高いと判断される。 

ザンジバル・ビジョン 2020 では、2020 年に国民全員が安全な水へのアクセスを確保

することを達成するための具体的な目標として、すべての水利用者に対して水道料金を

徴収する体制を構築することを明記している。また、ザンジバル貧困削減計画では、住

民意見を反映した政策及び運営体制への改善を明記している。したがって、本プロジェ

クトのプロジェクト目標及び上位目標は、タ国政府の政策と合致している。 

対象地域の水利用者は、週 3 日程度の給水しか受けておらず、水道水の安定供給に対

するニーズは高い。また、7,500Tsh4（タンザニアシリング（現地通貨）、平均月収の約

10％）を水の確保のために支払っているとともに（給水車や他世帯からの水購入等）、

約 6,000Tsh4 を電気代として支払っており（事前調査時の聞き取り調査では約

10,000Tsh）、対象地域の住民は水道料金の支払能力を有していると推定される。無償資

金協力によって、2008 年から水道水の安定供給がされる予定であるため、本プロジェ

クトは対象地域のニーズとの整合性を有している。 

我が国の「水と衛生に関する拡大パートナーシップイニシアティブ」では、基本方針

として政府組織や制度の整備と人材育成を掲げている。また、具体的な取り組みとして

維持管理運営に係るソフト面の支援や運営主体の能力向上への支援を掲げている。ま

                                                  
4 無償資金協力事業事業化調査にて実施した社会調査から分析 
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た、JICA 国別事業実施計画では、都市部における上下水道の経営体制の未確立という

問題点に対して、都市部における給水施設の整備及び住民の維持管理体制の構築を、今

後の協力の重点として位置づけている。したがって、本プロジェクトは我が国の援助政

策と合致している。 

（２） 有効性 

本プロジェクトは以下のとおり有効性が見込まれる。 

本プロジェクトは「顧客満足度の高い料金徴収業務体制が確立される」ことを目標と

しており、本目標を達成するために成果１では、「ZAWA 職員に独立した公営企業とし

ての意識が定着する」を図るための意識改革を行う。また、成果２と成果３では料金徴

収の前提となる「顧客管理システムの整備」、「料金体系の確立」を支援する。成果４と

成果５では、実際に料金徴収業務を実施することを通じて、「ZAWA 職員が料金徴収・

苦情処理実務を習得する」とともに、従量制による料金体系への移行も踏まえて「産業

顧客等に対する水消費のモニタリング体制を確立する」ことを通じた検針業務を実践す

る。 

本プロジェクトでは上記のように、ZAWA の現状を踏まえ、段階的に ZAWA が独立採

算制を確立できる体制を構築するための活動を計画しており、高い有効性が見込まれ

る。 

（３） 効率性 

本プロジェクトは無償資金協力「ザンジバル市街地給水計画」及び、「タ」国にて実

施されている関連事業の事例を活用することによって、以下のとおり効率性が確保され

る可能性が高いと判断される。 

料金徴収業務の開始にあたり、管網の更新や施設の維持管理面等の技術面の強化と組

織制度の強化を同時並行的に実施していく必要があるが、本プロジェクトは無償資金協

力「ザンジバル市街地給水計画」による施設の更新・拡張と連携して実施するものであ

る。また、本プロジェクトは ZAWA にとって初めての技術協力プロジェクトであるが、

ZAWA には我が国での技術研修を経験している職員が約 10 名おり、これら人材を活用

することによって専門家とカウンターパートとの円滑なコミュニケーションが期待さ

れる。 

「タ」国本土のタンガ市都市水道公社は、「タ」国内で最も経営状態が健全な都市水

道公社であると評価されている。タンガ市都市水道公社は KfW の協力によって、顧客管

理システムの構築を始めとする料金徴収業務を成功させている。また、同じく KfW の協

力によって、ザンジバル市役所が廃棄物及び排水に係る環境料金の徴収を実施してい

る。本プロジェクトではタンガ市都市水道公社やザンジバル市役所が料金徴収業務を成

功させるまでの過程を参考にすることによって効率的に業務を実施することができる。

さらに、FINNIDA の支援によって作成されているウングジャ島の GIS 地図を活用する

ことが可能であれば、より効率性が確保される可能性が高い。 

（４） インパクト 

本プロジェクトのインパクトは以下のように見込まれる。 
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本プロジェクトによって料金徴収業務が実施されることによって、ZAWA の収支状況

が改善し、公営企業としての体制整備、職員の能力強化など将来的な発展が期待できる。

また、ZAWA の給水サービスが改善されることによる水利用者の給水サービスへの理解

や、給水施設の維持管理体制に対する水利用者のオーナーシップが醸成されることが期

待される。しかしながら、水道料金体系の承認などは、ザンジバル政府の政策上の問題

であるため遅延などが起きる可能性があり、外部条件によって活動の進捗やインパクト

の発現が阻害される要因も有しており、外部条件のモニタリングが重要である。 

（５） 自立発展性 

本プロジェクトの自立発展性は、以下のように見込まれる。 

本プロジェクトによって顧客満足度の高い料金徴収業務の実施体制が確立されること

によって、ZAWA は公営企業としての活動を維持していくことが可能になり、持続的に

料金収入が増加し、ZAWA の登録顧客数も増加する可能性がある。 

反面、ZAWA の組織改編や人材配置の時期が未確定であり、ZAWA の体制の構築には

不確実性が存在することから、組織改編や人材再配置についての進捗状況を確認すると

ともに、促進する必要がある。また、組織改編や人材配置の実施後には、本プロジェク

トの概要を再度説明する必要がある。 

６．貧困・ジェンダー・環境等への配慮 

本プロジェクトによって料金徴収業務が実施され、ZAWA の無収水が削減されることに

より、ザンジバル共和国における過剰揚水の防止につながる。また、料金徴収業務の整備

及び顧客サービスの改善によって、水供給の公平性を確保することができ、貧困層やジェ

ンダーの格差なく、安全な水へのアクセスを提供することができる。 

７．過去の類似案件からの教訓の活用 

（１） 計画と実績の定期的なモニタリングによるプロジェクト関係者の目標の共有 

ラオス国「電力技術基準整備プロジェクト」では、限られた期間内で質の高い技術移

転をするために、計画と実績のモニタリングを定期的に行い、プロジェクト目標を関係

者間で明確に共有することができたとの成果が得られている。本プロジェクトにおいて

も、ZAWA は一般顧客からの料金徴収業務を行っていなかった DWD の組織形態を引き

ずっており、プロジェクト関係者間で目標を明確に共有して意識改革を図る必要がある

ため、ZAWA の経営に係る組織の改善状況を定期的にモニタリングする。 

（２） 行政組織からの主体的な地域情報の収集・認識による、官と民とのネットワーク構築 

フィリピン国「セブ州地方部活性化プロジェクト」では、地域開発のために行政組織

が主体的に地域情報を収集・認識することによって、州内の様々な期間及びコミュニテ

ィと社会的ネットワークを持つようになったとの成果が得られている。本プロジェクト

においても、プロジェクトの活動の中で顧客情報や給水装置の状況を把握することにな

っているが、可能な限り ZAWA 職員が直接顧客のところまで足を運び、より近い位置で

のコミュニケーションを通じて水利用者の実情を把握する。これにより ZAWA と顧客と

の信頼関係を構築する。 
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８．今後の評価計画 

運営指導調査 ：プロジェクト開始後 3 ヶ月後を目処に実施する。 

中間評価 ：プロジェクト開始後 1 年 6 ヶ月後を目処に実施する。 

終了時評価 ：プロジェクト終了前 6 ヶ月前後を目処に実施する。 

事後評価 ：プロジェクト終了後 3 年後を目処に実施する。 
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付属資料 3. 先方への事前質問票 

 
Questionnaire to Ministry of Water, Construction, Energy and Land (MWCEL), 

Zanzibar 
This questionnaire form has been prepared for well understanding of the present situations for 

supervising the urban water supply services by MWCEL in general and. relations of MWCEL with 
ZAWA.  

Please fill in the following tables and provide its electric files to the JICA Preparatory Study Team 
by February 27, 2007 (E mail addresses: riekawahara2004@yahoo.co.jp, kawahara.rie@kmcinc.co.jp, 
m.tsuyuki@opccorp.com). The JICA Preparatory Study Team members in person through interviews 
may ask some questions. 

 
 
1. Information of Respondent 
Date：  

Name of the person in charge：  

Title/Division：  

Tel (office)：  (Mobile)：  

Fax：  E-mail：      @ 

 
 
2. Organization and responsibilities of MWCEL 
1) Please describe the organization chart of the Whole MWCEL at present. 
 
 
2) Please describe the organization chart of the Whole MWCEL in future in case the MWCEL has a 

plan for organizational changes. 
 
 
3) Please indicate the current number of staff of each division with categories (manager, engineer, 

technician, administrator, accountant, labor, etc.) 
 
 
4) Please indicate major duties of each department/division. 
 
 
3. Budget/expenses of MWCEL 
1) Please indicated the last 5 year budget and expenditure of the MWCEL. 
 
 
4. Relations with the Zanzibar Water Authority (ZAWA) 
1) Please describe the relations with the ZAWA and management towards ZAWA by MWCEL as the 
competent authorities. 
 
2) How the MECEL sees the organizational strength and weakness of the ZAWA? and what 

immediate and medium term needs shall be filled for the ZAWA to develop its capacity?  
 
 
3) Is there any support or rapport from MWCEL to the ZAWA carried out or planned? 
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Questionnaire to Zanzibar and Zanzibar Water Management Authority（ZAWA） 
This questionnaire form has been prepared for well understanding of the present situations for 

supervising the urban water supply services by ZAWA in general and. relations of ZAWA with ZAWA.  
Please fill in the following tables and provide its electric files to the JICA Preparatory Study Team by 

February 27, 2007 (E mail addresses: riekawahara2004@yahoo.co.jp, kawahara.rie@kmcinc.co.jp, 
m.tsuyuki@opccorp.com). The JICA Preparatory Study Team members in person through interviews may 
ask some questions. 
 
1. Information of Respondent 
Date：  

Name of the person in charge：  

Title/Division：  

Tel (office)  (Mobile)  

Fax：  E-mail：      @ 

 
2. Organization and responsibilities of ZAWA 
1) Please describe the organization chart of the Whole ZAWA at present. 
 
 
2) Please describe the organization chart of the Whole ZAWA in future in case the ZAWA has a plan for 

organizational changes. 
 
 
3) Please indicate the current number of staff of each division with categories (manager, engineer, 

technician, administrator, accountant, labor, etc.) in the following boxes: 
a) Main Office 

Office Staff Job title 
Affiliation Clerical Technical 

Others Total 
 

Admi. Director 
Assist Director 
Chief  
Staff 
 
 

     

Tech. Director  
Assist Director 
Chief Eng. 
Assist Eng. 
Technician 
Artisan 
 

    

  Total     
 
b) Pemba Office 

Office Staff Job title 
Affiliation Clerical Technical 

Others Total 
 

 Admi. Director 
Assist Director 
Chief  
Staff 
 

    



 3

Tech. Director 
Assist Director 
Chief Eng. 
Assist Eng. 
Technician 
Artisan 
 

    

  Total     
 
 
4) Please indicate major duties of each department/division 
a) Main Office 
Department Division Duties 
Technical Department  

Planning & Design Eng.  
Plant Management Eng.  
Water Resources 
Development Eng. 

 

Water Supply Eng.  
 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 
 

 

 
Department Division Duties 
Commercial Department  

Customer Database Office  
Customer Relations Office  
Revenue Control Office  
  
  

 

  
 
Department Division Duties 
Financial Department  

Personal Administration 
Office 

 

Accountant  
Supplies Office  
 
 

 

 
 

 

 

 
 

 

 
b) Pemba Office 
Department Division Duties 
Technical Department  

Planning & Design Eng.  
Plant Management Eng.  
Water Resources 
Development Eng. 

 

 

Water Supply Eng.  
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Commercial Department  
Customer Database Office  
Customer Relations Office  
Revenue Control Office  
  
  

 

  
Financial Department  

Personal Administration 
Office 

 

Accountant  
Supplies Office  
 
 

 

 
 

 

 

 
 

 

 
 
5) Please describe the progress of the organizational changes/transformation from the DWD to the ZAWA 

from the each point below: 
i) Engineering Services/Aspects 
 
ii) Customer relations  

 
 iii) Accounting and Billing/Collection  
 
 iv) Administration  
 
3. Profit/loss statement of ZAWA 
1) Please indicated the last 3 FY Profit/Loss Statement of the ZAWA (the periods as the DWD, MWCEL 

included) 
 

Fiscal Year
Item 

2003/04 2004/05 2005/06 

Revenue from water charge    
Other revenue related to water supply    
Subsidy from central government    Income 

Sub-total    
Personnel cost    
Chemical cost 
(for coagulation and chlorination)    

Power cost 
(for electricity and fuel)    

Repair cost    
Investment to facility construction    
Depreciation cost    
Other cost    

Operating 
Expenses 

Sub-total    
Interest expenses    

Expenses 

Non-operating 
Expenses Other expenses    
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Sub-total    
Grand Total    

Net Income or Loss    
 
4. Relations with the MWCEL  
1) Please describe the relations with the MWCEL 
 
 
2) Is there any support or rapport from MWCEL to the ZAWA carried out or planned?  
 
 
5. Laws/regulations related to the Water Supply Services 
1) Please describe the progress and the recent development of the listed laws/regulations on water  supply 
 
 
Laws/Regulations Date of Enforcement Progress Issues/measures to be 

Taken   
National Water 
Policy: 
 

   

Bill for an Act of 
Zanzibar Water 
Supply Authority: 
 

   

An Act to Provide 
for the 
Establishment of 
Zanzibar Water 
Supply Authority 
and Other 
   Matters 
Connected 
Therewith: 
 
 

   

Bill for Water 
Resources Act: 
 

   

Bill for an Act of 
Water Supply 
Rules and 
Procedures: 
 
 

   

 
 

   

 
 

   

 
 

   

 
 

   

 
6. The Progress towards Billing and Collection of Water Fee  
1) Please describe the progress and the recent development of the effort made towards Billing and 
 Collection of Water Fee 
 
 i) Detailed regulation/criteria for water fee billing and collection  
 ii) Methods or modes for the Billing and Collection  
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 iii) Schedules/plan to commence the Billing and Collection 
 iv) Criteria for the rate of water fee  
 v) Organizational arrangement and changes towards starting billing and collection  
 
 
2) In case there are delays or inhibiting factors to move forwards the above initiatives, what are 
 challenges causing the delays or slower implementation?  Please describe in detail. 
 
7. Human Resources Development 
1) Have any training provided relating to the organizational changes from the DWD to the ZAWA? Please 

list the contents and targets (numbers and clusters of trainees) of the training, timing and the effects. 
 
Name of Training Purposes of the 

Training 
No of Participants Duration Date/Year 

 
 

    

 
 

    

 
 

    

 
 

    

 
 

    

 
 

    

 
 

    

 
 

    

 
 

    

 
 
2) Did the ZAWA formulate Human resource deployment plan?  If any, please describe the contents of the 

plans. 
 
 
3) What are the most critical needs for capacity development? Please priories the problems and challenges 

from 1 to 5, and describe the necessary measures to overcome the problems.  
 

 Needs Problems Facing  Measures anticipated Anticipated 
Targets of the 

Capacity 
Development 

 
1  

 
 
 

   

 
2 

 
 
 

   

 
3 

 
 
 

   

 
4 

 
 
 

   

 
5 
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8. Water Supply Data 
Please fill the figure in the following tables. 
1) Actual water supply in 2004, 2005 and 2006 

Administration figure Actual Supplying Area 
 Area (km sq) Family Population Family Population 

Adoption 
rate(B/A) 

Zone 1       
Zone 2       
Zone 3       
Zone 4       
Zone 5       
Zone 6       
Zone 7       
Zone 8       
Zone 9       

Zone 10       
Zone 11       
Zone 12       

 
 
2) Water consumption in 2004, 2005 and 2006 

2004/05 2005/2006  Category In charge of 
meter reading Water 

Consumption 
Water  
Tap 

Water 
Consumption 

Water  
Tap 

Zone 1      
Zone 2      
Zone 3      
Zone 4      
Zone 5      
Zone 6      
Zone 7      
Zone 8      
Zone 9      

Zone 10      
Zone 11      
Zone 12      

Note: The figures must be referred to the ZAWA data. 
 
 
3) Please fill in the table with the number of the installed water Taps. 

 Institutional use Private use Public use 
Φ13mm    
Φ20mm    
Φ25mm    
Φ40mm    
 
 
4) Please fill in the table regarding leakages 

Location Dist. Pipe (km) 
 

Water Tap (Unit) Discovery of 
leakage (Place) 

Repaired (Place) 

Zone 1     
Zone 2     
Zone 3     
Zone 4     
Zone 5     
Zone 6     
Zone 7     
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Zone 8     
Zone 9     

Zone 10     
Zone 11     
Zone 12     

 
 
5) Please fill in the table below about the chemical injection.  
            （Unit：injection rate） 

 Nitric acid Polychlorinated 
aluminum 

Chlorine Caustic soda Sub-chloride 
Atrium 

2004      
2005      
2006      

 
9. Water Fee/Charge Billing/Collection 

1) Please indicate in the table below about earning performance by water charge 
  City Area  

(Tsh.) 
Pre-urban Area

（Tsh.） 
Rural Area 

(Tsh.) 
Total 

（Tsh.） 
Water Supply 
Volume 

    2004  

Account 
 

    

Water Supply 
Volume 

    2005 

Account 
 

    

Water Supply 
Volume 

    2006 

Account 
 

    

 
 
2) Please describe in the table below about water balance  

Water Balance  2001/02 2002/03 2003/04 2004/05 2005/06 
Billed Metered Consumption      
Billed Unmetered Consumption 

Revenue
Water      

Unbilled Metered Consumption      
Unbilled Unmetered Consumption      
Unauthorized Consumption      
Metering Inaccuracies      
Leakage on 
Transmission/Distribution Mains 

     

Leakage & Overflow at Water 
Reservoirs 

     

Leakage on Service Connections up 
to Water Meter 

Non 
Revenue 
Water 

     

 
10. Branch Offices（If any） 

Name of Office Location Under Jurisdiction Zone No of estimated Water 
Users/Populations 

    
    
    
    
    
Note: Branch office means a station office for meter reading, plant maintenance, pipeline maintenance, 
valve control, etc 
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11. Water Sector Support Programme/Projects by Donors/NGOs (the last 10 years, the on-going and 
planned) 

The Name of the 
Programme/Project 

Donor/NGO Period Project Type Budget Purposes/Areas 
intervened 
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<Appendix 1> 
Questionnaire to Villager -Community Survey Data (ZAWA ) 

 
1． Services to the share tap users 
1.1  Please describe the activities of the existing water community in order to manage the share taps. 
 
 
 
 
1.2 Please indicate the activities of the existing water supply facilities in the city and the northern area. 
Are there any urgent matters to be taken into actions? If any, please write them down. 
 
 
 
 
1.3 In the hygienic sector in the city and the northern area, are there any urgent matters to be taken into 
actions for rehabilitation? If any, please write them down. 
 
 
 
 
1.4 Please describe the condition of water supply for livestock including the equipment and mechanical 
system. 
 
【回答】 
（別添ファイルを参考とする。） 
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付属資料 4. 現地調査協議メモ 

議事メモ 
件 名 団内打ち合わせ（タンガ調査報告） 
日時 2007 年 2 月 25 日（日）18：30－20：30 
場所 JICA タンザニア 

参加者 JICA タンザニア 甲賀職員 
調査団（田中団員、露木団員、河原団員、佐伯団員） 

概 要 １． タンガ市における現地調査の報告を露木団員、河原団員を行った。タンガ

市の事例から、主として参考にすべき項目は以下のとおり。詳細について

は別添資料参照。 
1) 顧客情報の整理 

タンガ UWSA は 1990 年代初めごろから、踏査による顧客の物理的位置

の詳細把握、地図化を行っており、体系的に水道料金徴収を実施している。

組織運営の基礎となっている。 
2) 公共水栓管理組織（Kiosk）の存在 

公共水栓設置のために Kiosk という公共水栓管理組織を組織し、UWSA
に給水申請を行う。Kiosk は顧客に対して 10Tsh 施設運営管理 

3) 公社と顧客との良好な関係構築 
4) 請求システムの電算化に伴うデータ移管 
 

以上
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議事メモ 
件 名 在タンザニア日本大使館表敬 
日時 2007 年 2 月 26 日（月）9：30－10：30  
場所 JICA タンザニア 

参加者 JICA タンザニア 柏谷所長、牧野次長、甲賀職員 
調査団（田中団員、露木団員、河原団員、佐伯団員） 

概 要 １． 本調査の対処方針に関して佐伯団員から説明。 
２． タンザニア事務所からのコメントは以下のとおり。 

1) 法律、規定など ZAWA が設立していくものであるが、実際にこれらを設

立する能力があるのかどうかという視点からも ZAWA の能力を見極めて

いただきたい。（所長） 
2) ZAWA が予定しているリストラに対して明示的に支援は行わずに、アド

バイスを行うという程度の支援に留めていただきたい。（所長） 
3) ザンジバル、ウングジャ島はそれほど治安が悪いところではないが、一般

犯罪に注意していただきたい。（所長） 
4) プロジェクト概要からすると、今回のプロジェクトは ZAWA の組織力と

いう面において外部条件が非常に多い案件である。ZAWA の能力を見定

めた上で、プロジェクトの内容をはじめから限定せずに、ZAWA の経営

戦略を広い視点から調査して内包的にプロジェクトの中に組み込んでい

くべき。 
5) 維持管理面に関してはソフトで対策できるものをということであるが、そ

の具体案を考えていただきたい。 
３． 本プロジェクトの展望について田中団員からコメントがされた。 

1) 当初要請書では経営改善を図るというものであったが、経営改善は非常に

大きな目標であり、事前にいただいている情報では、プロジェクト期間内

に ZAWA の経営改善を行うことは ZAWA の組織能力が低いという外部条

件からして困難であると考えている。したがって、本プロジェクトでは到

達可能な目標を据え置き、外部条件となりうる項目は上位目標として扱う

ことが望ましいのではないかと思料する。 
2) 公共水栓が多く、住民グループを設立することが料金徴収を行ううえで不

可欠となるが、ZAWA と住民が双方に責任感を持ち、共に育っていける

体制を構築することが重要である。 
以上
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議事メモ 
件 名 在タンザニア日本大使館表敬 
日時 2007 年 2 月 26 日（月）8：30－9：00 
場所 在タンザニア日本大使館 

参加者 在タンザニア日本大使館 伊藤 一等書記官 
JICA タンザニア 甲賀職員 
調査団（田中団員、露木団員、河原団員、佐伯団員） 

概 要 １． 本調査の対処方針に関して佐伯団員から説明。 
２． 伊藤書記官からのコメントは以下のとおり。 

1) 水道料金徴収は法律によってできるという理解でいる。無償資金協力事業

によって給水能力の拡張、本管の更新は行われるが、末端の給水栓までの

更新はなされないので、無償資金協力事業終了後の給水によって老朽化し

た給水栓に負荷がかかり漏水量が多くなってしまうのではないかという

ことを懸念している。このような現状が起きたときのリスク管理のために

も、維持管理面の対策をしてきていただきたい。 
2) 税金を使って実施する事業であるため、技術協力プロジェクトの効果がど

のように上がるかを意識していただきたい。また無償資金協力との相互協

力によって効果を生み出していただきたい。 
3) ZAWAの能力効果のためのストーリーは各国で経験のある JICAで考えて

いただきたい。（ZAWA の組織強化を図ってから、維持管理対策を支援し

ていくなど。） 
 

以上
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議事メモ 
件 名 ZAWA 
日時 2007 年 2 月 27 日（火）8：30－12：30 
場所 ZAWA 

参加者 - Hemed Salim, Director General  
- Said Suleiman, Water Engineer (ex-Director of Water Dept.) 
- Hafidh Maicame, Engineer 
- Mohamed Msabahm, Administrative Officer (Human Resources) 
- Mariam Hassam, Senior Geologist 

調査団（田中団員、露木団員、河原団員、佐伯団員） 
概 要 (1) ZAWA の改革の進捗等 

- ZAWA としての組織設立はすんでいるものの、現在の業務体系は旧来の

DWD のままである。 
- DG は大統領による任命職であるため決定しているが中核職員、特に 3

つの部門（技術、コマーシャル、財政）の部長の選定過程の途中段階で

ある。昨年 11 月から 12 月に部長職を公募し、1 月に面接も終了して部

長職を誰にするかは理事会では決定はしているが公表はしていない。こ

の公表にはすでに設立された理事会（大統領の指名による主に地元名士

の 6 名から成る Board：議長は元警察官、秘書役は ZAWA の弁護士、DG、

元タンザニア歳入委員会の長、弁護士、ペンバ行政部）の長が任命を行

う。理事会もすでにメンバーは決定しているが実質的な活動は未だ行っ

ていない。 
- 部長職（1st line）に並びその直接の下の職務（2nd line）も公募によるが、

いまだ公表されていない。DG によれば、各部署は部長とセクション長が

どのような部下が何人必要かの判断に任せたい意向である。ペンバ島も

あわせ計 800 人いる旧 DWD の人材をどのように配置するかは部長次第

である（=具体的な計画は定まっていない）。 
- 人材はウングジャ島の ZAWA にはエンジニア 16 人、正水テクニシャン

（FTC）20 人、その他補テクニシャン 9 人、ポンプ場の担当テクニシャ

ン 177 人がいる（確認したところ、EWAREMA による人材インベントリ

ーは年齢層や人数の集計が間違っている模様）。 
 

以上
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議事メモ 
件 名 ZAWA 
日時 2007 年 2 月 27 日（火）15：20－16：20 
場所 Zanzibar Municipal Council 

参加者 - Eshe Juma Abudulla, Financial & Adminisration Manager（DED Ms 
Kristin は DSM 出張中） 

 
調査団（田中団員、河原団員） 

概 要 - 当該プロジェクトでは昨年 9月から現在 4,300の商業顧客から固形廃棄

物収集、排水への請求・集金、（クレーム処理も含めた顧客管理）業務

をしている。収集トラックの購入資金（注 DSM KfW では入札過程

や価格が高すぎた等の問題と聞いた）などの問題でプロジェクトの進捗

は遅延している。2-3 ヶ月後には 12,000 家庭からの廃棄物収集を開始

する予定である。家庭からの廃棄物は戸別で回収してほしいとの要望が

多い。 
- 収集料金は現在、商業や産業の資本金別のカテゴリー、サイズなどによ

るフラットレートを採用している（セレナホテルはホテル A カテゴリー

で固形廃棄物 150,000Tsh、排水 22,000Tsh、計 172,000Tsh とかなり安

い）。9 月の開始当初は支払い率 24％であったが、2 月は 41％と上昇し

ている。回収金は 2 月で 15.8 百万 Tsh。価格設定は公聴会は催してい

ないが、地域リーダーとの議論会は持った。 
- 一方、給与並びにトラック燃料は市財政の補助金であるが補助金率は上

昇しているのが実態である（2 月は 44 百万 Tsh）。人件費が 21 百万 Tsh
かかっている（職員 300 名）。 

- トラックはこれまで市が商業者を対象に廃棄物を収集していた現在 6
台＋コンテイナーを運ぶ大型車 2 台で操業している。3 月には KfW 資

金による新規トラックを投入する。 
- 請求・会計電算システムは Ms Access ベースであり、その処理は短期

訓練+OJT で訓練してきた。支出データも同じソフトで処理している。

- 請求は廃棄物は戸別、排水は家主に行う（複数家庭の利用でも判断でき

にくいため）。ただし、今後は家庭毎のプレートを表示するなどの方法

をとっていく。 
 

以上
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議事メモ 
件 名 ZAWA 
日時 2007 年 3 月 8 日（木） 17：45－18：30 
場所 ZAWA 

参加者 - Mr Salim Hemed, Director General 
 

調査団（河原団員） 
概 要 1) ZAWA の会計収支表について 

- 省の会計役が管理しているので、手配を行う。最近、ZAWA、省、財務省

間で収支表は確認を行ったばかりである。 
- 9 日に省の会計役を訪問し、FY2004/05、2005/06、2006/07 半期分の収支

表（ビジネス売上収入、経常・開発の予算/歳出、ドナー支援の on-budget
分である特別会計）写しを入手済み。 

- 省・会計役によれば ZAWA の公社化に伴う損益計算書は ZAWA が作成す

るべきではあるが、現在は財務管理担当者も新たにリクルートしているた

め準備されてきていない。次会計年度では PL の作成は必須であり、ZAWA
は今から PL の予測を作成するべきである。 

- ZAWA の組織の改編に伴い省から会計役補佐（アシスタント）が 1 名派遣

されてきた。現在の ZAWA の会計は会計担当長とそのアシスタントの 2
名体制である。 

 
2) 日本と財務省/MWCEL 間の覚え書に基づく無償に対するザ側プロジェクト

資金について 
- FY2006/07 の都市給水事業用積立額は 4 億 Tsh である（省会計役よりコピ

ー入手）。未だ全く使用していないので全額ある。初年度の積み立ての主

な使途は給水整備事業に伴う住民への補償金（土地所有者の所有物の移動

等）で、その他新規建設ポンプステーション用電気代、フェンス建築用で

ある。 
- 次会計年度（FY2007/08）も 4～5 億 Tsh の積み立てを予定している。次

会計年度のプロジェクト資金の使途は複数に渡るもので、ポンプステーシ

ョン電気代、塩素購入、維持管理・修繕費である。 
 
3) 大統領府公務員人事局への面会 

（面会には省からのレターが必要と聞いたため、Mr Hemed に調整を依頼

した。Mr Hemed によれば人事局には面談の要望は掛け合ってみるが下記

の理由から現段階での面会は難しいと考える、との返答であった。） 
- 現在、世銀のコンサルタントの調査の成果を待っており、世銀からザンジ

バル大統領（政府）へ報告書が渡されていない段階である。従って人事局

が情報を公開することは困難であると思われる。（面談ができない場合、

世銀の報告書の公表時期や今後の予定等を世銀のダルエス事務所に問い

合わせるので担当者氏名を教えてもらうように依頼した。） 
 

4) ビジネス・プランについての考え 
（組織としての構想等の段階ではなく、Mr Hemed の頭の中の考えにある段階）

- ビジネス・プランの意味する内容は収支計画（ローリングプランあるいは

5-6 年先の中長期的な計画）や組織制度に見合った将来計画である。ZAWA
は企業体（事業体）であるためビジネス・プランと呼ぶ（と考えている）。

- 現在までは自分（Mr Hemed）の頭の中で考えているものであり、確固と

した考えやアドバイザーはいない。 
- 先日、（Mr Hemed が）モゴゴロの気象観測機関を視察した際に当該機関
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が作成しているビジネス・プランという言葉を聞いたため、その影響を受

けている。また先般、ドナーグループによるザンジバル視察の際に、（KfW
から）「ZAWA のビジネス・プランは何か」｢ZAWA にビジネス・プランが

ないと支援をするにも何をすべきか不明｣との発言を受けて、考え始めた。
 

5) 新組織の部長職（Mr Hemed が 1st ラインと呼ぶ職務）者指名・背景やセク

ション長（Mr Hemed が 2nd ラインと呼ぶ職務）の氏名等（人物の氏名は

現在未発表であるため情報の取り扱いには注意してほしい、との要望があ

った。） 
- セクション長の下の第 3 ラインは基本的には公募ではなく、ZAWA 内部の

既存人員で構成する（適切な人物がいない場合は外部から採用する）。 
- 下記のとおり、技術部は現在の ZAWA の職員と同じ顔ぶれであるが、商業

（顧客サービス部門）部門並びに財務管理・人事部門は現料金徴収担当責

任者の 1 名以外は部長・セクション長いずれも外部から新規に採用を行う

人材が決定している。 
 

① 技術部：部長 ムゼー・ムパタニ 
- プラン＆デザイン・セクション長：モハメッド（現時点と同じ） 
- 水資源セクション長：（仮）サイード 
- 給水 セクション長：ジュマ（昨年からオランダで修士コース留学

中。2008 年に修了予定）。その間の代理はムゼー・ムパタニ 
 
② 商業部門（顧客サービス部門）： 部長は公的分野でマーケティングの

経験を持つ男性を外部から採用（行政

の修士号を持つ） 
- IT セクション長：財務省から IT 専門家を採用 
- 顧客関係（Customer Relations）セクション長：マカメ（資格はエ

ンジニアであるが 2000 年以来、徴収担当の責任者） 
- 徴収セクション長：公的部門で財政管理の経験がある女性（外部か

らの採用） 
 

③ 財務・人事部門：部長は外部からの男性 
- 人事セクション長：外部（公的機関）からの女性を採用 
- 会計セクション長：外部（ホテル産業経験者）からの男性を採用 
- 調達セクション長：今後に公募を予定している。 
 

④ ラインとは別途に局長（総裁）のスタッフとして Public Relations（＝

情報官：メディア等への外部向け情報の担当者）を置く予定 
 

6) 適切な職員数や人員削減が必要と考える対象グループや業務内容は？（組

織としての構想の段階ではなく、Mr Hemed 限りの考えで返答している、と

のこと。） 
 

（前提としての確認事項） 
- タンザニアの都市給水では 1000 戸に対し 7～9 人の職員数、特に 7

人に抑えることが理想的、とされている。ZAWA の都市給水契約対

象（47,000 戸）と比するとウングジャ島での現在の職員（429 人）

比は 9.13 人と成り、人数は問題ないように思われるが実際に給水

されている一般顧客（Current Alive Customers）は 47,000 戸のう

ち約 30％の 16,100 戸程度であり、この Current Alive Customer 数
と職員比（ウングジャ島）の計算では約 27 人/1000 人となり理想

的な数値の約 4 倍と人員過剰である。 
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（Mr Hemed の考えや意見） 

- ザンジバルの場合、7人体制ということも現実的にはできないため、

1000 戸あたりに 10 人の職員位なら妥当と考えている。数値計算上

は 470 人であるが 500 人の職員体制（ウングジャ島 300 人、ペン

バ島 200 人）が好ましい。 
- 人材が余剰と思われる職位やセクションは、 

① エンジニア（職務や規模から実際には 16 人も必要はない。こ

んなに多くの大卒のエンジニアを抱えている水事務所は本土

にもない。） 
② 配管工（54 人であるがそれほどの人数は必要なし。将来はメ

ーターリーダー等への職務転換も必要） 
③ ポンプ・オペレーター：都市周辺部農村部の管理人が多い（176

人）。以前はそれぞれのポンプに 8 人ほど配置されておりこれ

でも人員削減をしてきた結果である。現在は 1 施設に 3～4 人

体制であるが、1～2 人体制で十分である（参考：本土では 1
～2 名が一般的）。ポンプ・オペレーターは契約ベースの雇用

を行う方向性も考えている。 
④ ラボ・テクニシャン：6 名配置しているが（Tang の例からも）

2 名で十分である。（注：数年来、水質検査は行われてきてい

ないにもかかわらず人員配置が継続されてきている。）ラボ・

テクニシャンを現在、多く抱えている原因は、過去に政府から

のダルエスサラームへの水資源職業訓練校（WRI）の奨学金が

テクニシャンも含めて年間、複数名分あり、派遣を続けてきた

ことによる。WRI での履修後に DWD 以外に就職口がなく水開

発局で人員を雇用、吸収してきた結果である。民間企業の検査

室等の職がみつかれば転職していく者もいるが殆どが DWD
に残っている（注：エンジニアの人余りの原因も同様にザンジ

バル政府の奨学金により本土や海外で修学後、雇用先がなく結

果として DWD で人員を吸収してきた経緯がある、と考えられ

る）。 
- 掃除や警備要員は職員であるが、今後は外部委託（契約等）にして

いくことが望ましいと考える。 
 

以上
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議事メモ 

 

件 名 タンザニア国「ザンジバル都市地域給水システム運営強化プロジェクト」事前調査
Strengthening for Water Supply Management in Urban Area of Zanzibar 

日時 2007 年 3 月 13 日（火）9：00－11：00 
場所 Demani Spring (Water Cave：湧水池) Mr., Sufia (Drilling Technician) 

参加者 Mr., Sufia (Drilling Technician、ZAWA) 
調査団（露木） 

内容 Demani Spring (Water Cave：湧水池) 調査 
 
(1) この湧水池は石灰岩層の空洞（推定：幅 13mｘ奥行 8mｘ深さ 2-3m）に湧

水が溜まっており、乾期で枯れることはない。 
(2) ドマニ湧水池から 3km 先の丘（標高差 30m ほど）に鋼製貯水槽（推定：

100m3）が設置されている。 
(3) この湧水池から貯水槽まではφ125mm石綿管で送水しているが途中で漏水

と盗水（家畜用と灌漑用）が確認できた。 
(4) 管理人は常時配置されているが湧水池周辺の資材の管理が非常に悪い。 
(5) 貯水槽からの送水管は給水管かどうか不明だが、Kombeni 道路建設（イタ

リア政府支援）準備作業で、給水栓の接続が、周辺住民に実施されている。
 

 

ドマニ湧水池の周辺と補修された揚水施設 

 

配水管の漏水と Kombeni 村落周辺の個別給水栓接続作業 
 

以上



 1

付属資料 5. 面談者リスト（敬称略） 

 
ザンジバル水・建設・エネルギー・国土省 
Ministry of Water, Construction, Energy, Land and Environment, Zanzibar (MWCEL) 
Mwalim A. Mwalimu Principal Secretary   
Tamin B. Idaraous Chief Accountant  
   
ザンジバル財務経済省 
Khamis Omar Principal Secretary  
Hilal Z. Makamba Exchange Section, Accountant 

General Dept. 
 

   
ザンジバル水道公社：Zanzibar Water Authority（ZAWA） 
Mussa Sudi Mussa Sudi  
Hemed Salim Hemed Director General zawa@zanzinet.com 
Said Salehe Suleman Senior Water Engineer  
Mudrik Fadent Abbas Mechanical Engineer  
Rukia Masheko Ali Executive Engineer rukiamasgekoali@hotmail.com 
Mariam Hassan Principal Geologist mariamhassan56@yahoo.com 
Hafidhi S. Makeme Billing and Revenue Supervisor  
Maulid K. Haji Assistant Revenue Supervisor  
Hussen Njuma Electrical Engineer  
Ali Abdu Ali Electrical Engineer  
Haji S. Haji Geologist  
Abdallah A Hamadi Laboratory Technician  
Bakari Juma Bakari Planning and Design Engineer bakara@yahoo.com 
Mohamed S. Msaba Administrative Officer (Human 

Resources) 
 

Hadidh Maicame Mechanical Engineer  
Hohammed Mechanical Engineer, Head of 

Design Section 
 

Mzeekesi Water Technician  
Sharif Ahamada Welding Engineer, Sateni 

Workshop 
0777-423-160 

Mzee M. Ali Water Engineer  
Thabit Usji Assistant Accountant  
Kaburi Kikonbe Water Engineer, Water Resources 

Dept 
 

   
ザンジバル市行政府：Zanzibar Municipal Council (ZMC) 
Ramadhani Muhshi Engineering manager, Sewage and 

Waste Division 
 

Esthe Juma Abdullah Finance & Administration Officer, 
Sewage and Waste Management 
Project 

 

Kristen Mueller Financial Management Advisor, 
DED Tanzania (German 
Development Services), Zanzibar 
Municipality Council 

 

   
ザンジバル水・建設・エネルギー・国土省測量局 
Al-Amin Omar Chief Engineer of FINNIDA 

Department of Survey and Urban 
Planning Section 

 

Amair Mwadini FIS Expert(FINNIDA) 
Sustainable Management of Land 
and Environment Office 

 

Jukka Nieminen Chief Engineer SMOLE Office  
Ian Corker SMOLE Engineer Semiofficial  
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ザンジバル電気会社：Zanzibar Electricity Corporation (ZECO) 
Juma O. Hija Assistant Project Manager Rural 

Electrification Project 
 

Khalfan Salum Surveyor  
   
在ダルエスサラーム日本大使館 
伊藤 浩 一等書記官  
   
住民水管理委員会 (無償：草の根人間の案件安全保障) 
Hadiar Madewereya Chairperson of Water Committee, 

Bambi Water Supply Project 
 

   
援助機関 
Ibrahim M. Koroma Head-Sub Office & Programme 

Implementation Advisor UNDP 
0784-629151 

Nangula Heita-Mwampamba Programme Officer, Water, KfW  
Ari Valimaa Topological Mapping Expert, 

FINNIDA,  
255-786-233-158 

Richard North Management Expert, GITEC for 
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付属資料 6. PCM ワークショップ結果 

 

1. ワークショップの目的、手法と構成 
 現地調査時の 2007 年 3 月 1 日にザンジバル水公社の職員（約 10 名）、所管官庁である水・建

設・エネルギー・土地・環境省（MWCEL）代表（2 名）、一般・産業顧客の代表（6 名程度）、コ

ミュニティグループ・リーダーや NGO やモスクの代表（5 名程度）の参加を得て、PCM 手法を

用いたワークショップを開催した。本ワークショップ開催の主な目的は下記であった。 
① 都市給水サービスに関連する利害関係者間の関係を把握すること 
② 問題の認識と理解を共有し、本プロジェクト案での活動や目標となるべき改善への方策に

反映すること 
 ザンジバル水公社（ZAWA）からは参加者に通達が十分にされており、様々な利害を代表する

参加者が集まったこと、田中氏のプレゼンテーションにより参加者が組織確立や改善について想

像や意見を整理するきっかけとなったこと、また JICA タンザニア事務所のアレンジによるタン

ガ市都市給水衛生排水公社（Tanga UWSA）より 2名の幹部職員のオブザーバー参加を得たこと、

ザンジバル水公社からログフレーム手法の知識を持つ職員がファシリテーターの 1 人となったこ

と等で、参加者からはワークショップを通じ活発な意見の交換や質問等が行われ問題の共有がな

された。ワークショップの主な議事構成は、下記のとおりであった。 
① 都市給水サービスの組織体制の確立や経営改善に関する発表（水道経営担当 田中氏） 
② PCM 手法を用いた 3 グループ別での簡易利害関係者分析、簡易問題分析と目的分析と発表 
③ タンガ市都市給水衛生排水公社職員の経験（背景、体制構築と顧客サービス）や ZAWA へ

の提案の発表と質疑応答 
 

2. 利害関係者分析並びに問題分析で議論された主な内容 
1) 簡易利害関係者分析 

a) 住民：不十分な給水量、オーナーシップ意識の低さ、給水事業への政治の介入 
b) ZAWA：職員のスキル不足、低い給与、動機付けの低さ、給水事業への政治の介入 
c) 調達業者：タイミング良い支払いが行われていない（ザンジバル内の業者の利用が多い） 
d) 関係省庁（MWCEL、財務、情報等）：予算不足 
e) NGO/ドナー：（政府機関との）調整の不十分 

2) 簡易問題分析（グループ別の中心問題とその原因） 
a) 不十分な給水量：規制の整備と施工の不徹底、給水管理の不備、財政不足、コミュニテ

ィの認識の不足、老朽化した施設 
b) 維持管理に関する資金フローの不備 
c) 不十分な給水量：予算不足、水源（水量）の不足、施設の不備 

 
3. Tanga UWSA による発表への ZAWA 職員並びに参加者からの主な質問事項 

1) 外部委託するべき業務と職員による業務の選定 
2) 職員数の削減の経験と方法 

 
添付：利害関係者分析、グループ別問題分析・目的分析の結果 
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付属資料 8. 顧客管理システムに関する情報 

 

ZAWA が現在有する顧客情報と給水管路台帳は、手書きの帳簿で初期の登録以来、見直しや

更新がされていない。また、個々の給水栓までの給水管路網の詳細は、1996 年当時の FINNIDA

との共同での現地踏査結果の痕跡のみであった。1 

 

ソフトウェアは、料金徴収システム構築のため、タンザニア国内で水道事業や廃棄物回収

事業で、利用されている汎用性のある料金徴収システムの妥当性を調査した。 

また、大口顧客（ホテル、レストラン、製造業等）と料金徴収していない一般登録利用者

に対し水道機器（メーター）を設置し、ZAWA の施設の維持管理、検針方法、請求、料金徴収

業務およびを産業顧客とパイロット地域の一般顧客に水道メータを設置のための機器調達の

ための調査を行った。 

 
表 料金徴収システムのパッケージソフトの調査内容 

Detail FoxPlan Perfect Billing Shear 

Contact 

personnel 

Mr. T.J.K. Fula  

SoftPlan (T) Ltd., 

Mr. Martin Kapapi 

OIKO Company Ltd., 

Mr. Maritin Gitata 

Shear Graphics Ltd 

Moble: +255784372560 

e-mail:isoftplan@yahoo.com 

+255754499220 

e-mail:mkapapi@yahoo.co.uk 

+254733749480 

e-mail:Martin@shear.com 

ソフトに

関する情

報収集 

・本土で水道事業（タボラ水

道公社）の料金徴収システム

構築実績がある。 

・本土で水道事業（タンガ、

モシ、アリューシャ各水道公

社）の料金徴収システム構築

実績がある。 

・本件でも積極的である。 

・ケニアのマリンデで同程

度の水道事業の料金徴収シ

ステム構築実績があり、本

件でも積極的である。 

・ザンジバルの固形廃棄物

収集で料金徴収システムを

構築している。 

資料依頼 ・企業経歴、ソフトウェアの紹介、見積書（ハード、ソフト、技術サポート） 

見積書類 ・未提出 ・ソフト、ハードおよび現地

技術支援（107,524 ユーロ）

・ソフトと技術支援のみで

システム構築とライセン

ス、訓練、実施と開発費、

現地でのサイトでの支援

（96,000 ドル） 

3/19 時点

での状況 

・3/19 に企業案内受領 ・3/16 までに企業経歴、ソフ

トウェアの紹介、見積書受領

済み 

・3/16 までに企業経歴、ソ

フトウェアの紹介、見積書

受領済み 

出典：本調査結果を調査団が作成 
 

                                                  
1 現在、FINNIDA は 2002 年以降から MWCEL の測量局内に GIS 地図編集、土地利用計画、GIS 研修指導など

3 名の専門家を派遣し、社会基盤整備事業のための基礎データ構築を支援している。 
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付属資料 9. 水道施設維持管理ワークショップ資料 

 
本事前調査では、ZAWA に対して簡単なワークショップを開催した。ワークショップの内容は

水道施設の維持管理についてである。コンサルタント団員の気づきの点を、担当スタッフに講じ

た。 
以下に、ワークショップにて利用した資料を掲載する。 
 

Points of Water Service for Costumers 

/Natural Water may be fee, but piped water needs cost. 

 

Points of Water Service for ZAWA 

/ Water must meet water quality standard (=safety water) 

/ By constant water pressure  

/ Without being out of all day long as continue for 24 hours 

/ Wherever in area (to address to customers) 

/ Necessary quantity 

 

Keep your eyes of ZAWA 

/ To supply water at an affordable water fee. 

/ To disclosure of Management Information to Costumers 

 



 2

Water Fee Collection Office 

Customer’s Window

Casher’s Room

Indication to Customers 
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Recommend to use proper Material 

★ It is no accepted to use 

because welding work is 

not satisfaction, so that a 

borehole well will be 

rusted soon within 5 years.

★ This is very important 

manner that 

Iron material and Stainless 

material will not be jointed 

because corrosion comes in 

no time into saline water by 

potential electrode.  



 4

For Laboratory

 

 

★ It is necessary to work 

out qualitative research at 

least one time/year and the 

data must be kept proper way 

by ZAZ.  

★ It is necessary to have 

proper maintain such 

equipment or you can say 

‘throwing out’ 

★Chloride must measure by 

proper tool and carry exact 

volume into raw water. 
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For Workshop  

★It is necessary to be 

clean at Storage by staffs 

always. Nobody can 

accept new instrument 

will supply here. 

★ Equipment and 

expensive material can be 

resisted on the book and 

kept proper position by 

store keepers. 

★ These broken impellers 

for submergible pump will 

be identified cause by the 

maker and a specialist as 

soon as possible.  

For sample 

ZAWA：2007.03 

pump＃0310 
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For Water Resources 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★ The rejected material 

getting together at proper 

position or bring back to 

ZAWA workshop as they 

are ZAWA assets. 

★ The measurement 

device must be 

checked and repaired 

by ZAWA 

★ Water level observation 

device must be fix in to the 

well and do not forget the 

well cover to prevent from 

pollution. 
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付属資料 11. 他水道事業との指標比較 

　 金額はタンザニア：(Tsh.),日本：(￥)とした

タンザニア タンザニア 国内  

ザンジバル
ＺＡＷＡ

タンガ
UWSA

岐阜市 備考

【事業の概要】 Tsh. Tsh. ￥

給水面積（Ｋｍ2） 240 260

計画給水人口（万人）2010年 45.7 24.3
ZAWAは2010年、UWSAは2005年の実数
値を記載

給水戸数（万戸） 1.6 1.6 13.4 ZAWAは調査団が推定値

水道普及率（％） 92 98 85.9 JICA無償報告書より

水量原単位 120-55 120 　　 JICA無償報告書より

日平均給水量（m3/day） 40,100 25,000 JICA無償報告書より

日最大給水量（m3/day） 54,100 42,000 166,942 JICA無償報告書より

時間最大給水量（m3/day） 64,900 2,000 JICA無償報告書より

一人一日平均給水量（L) 120-55 57-55 415 JICA無償報告書より

各戸接続人口（万人） 36 8.8 18.9
ZAWAは無償の数値採用、その他は推定
値

実質給水接続人口（万人）2002年 24 - - ZAWAは調査団が推定値

【経営の効率性】 　

職員数（人） 489 105(30) 106
ウングジャ島のZAWAの職員数（入手資
料より）

職員数/1000給水栓 33 7.5 7.0 　

各戸平均使用水量（m3／月） - 532,292 305 USWAは報告書より

顧客メーター設置率（％） 0 100 100 USWAは報告書より

総配水量（ｍ3／年） 14,636,000 9,125,000 53,562,790 ZAWAは調査団が推定値

有収水量（m3／年） 3,617,625 6,387,500 40,358,145 ZAWAは調査団が推定値

有収率（％） 24 70 75.3 ZAWAは調査団が推定値

料金回収率（％） 96 ZAWAは調査団が推定値

無収水率（％） 76 30 ZAWAは調査団が推定値

供給単価 36 385.49 \123.42 ZAWAは調査団が推定値

供給原価 335 544.05 \117.19 ZAWAは調査団が推定値

配水管延長（km） 230 450 2,144 ZAWAは調査団が推定値

施設最大能力(m3／日） 40,100 41,000 JICA無償報告書より

主な管種 ＣＩＰ／ＡＣＰ ＣＩＰ／ＡＣＰ ＣＩＰ／ＡＣＰ 調査資料より

１m３当たりの収益 -60.86 \125 　

職員１人当たりの営業収益 -1,085 273 \61,427 ZAWAは調査団が推定値

職員１人当たりの給水人口(人） 491 ‐ 4,419 ZAWAは調査団が推定値

職員１人当たりの有収水量(m３） 7,398,006 47,315 492,173 ZAWAは調査団が推定値

【維持管理業務】 　

漏水率（％） 30 30 JICA無償報告書より

給水装置設置工事(件） ？ 1,237 263 　

給水装置修繕処理(件） 約10件/日 ？ 263 調査結果

量水器設置修繕（個） 0 ？ 400 調査結果

漏水修理作業拠点（箇所） 1 1 　
聞取調査の結果拠点はZAWA、UWSAも
本部対応である

地下漏水調査作業拠点（箇所） 1 1 4
聞取調査の結果拠点はZAWA、UWSAも
本部対応である

地下漏水発見件数（件/年） 2,700 - 38
ZAWAは漏水（断水等）のクレームに対し6
名のスタッフが修理作業を実施している

注：計画給水量：事業化調査報告書を抜粋した。 　

　　漏水発見数：2004年1月‐9末まで日平均10箇所の補修実績より推定した。

ZAWAの概要（ 他事業との比較）

項　目

　　UWSAは2005年/2006年度、2006/2007年度の資料を抜粋  
 



 

付属資料 12. ZAWA の収支 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

予算 支出
予算に対する支出
の割合(執行率）

各支出での構成比
電気代を含まない全
支出からの構成比

予算 支出
予算に対する支出
の割合(執行率）

各支出での構成比
電気代を含まな
い全支出からの

構成比

832,773,054 546,680,632 65.65% 910,597,300 641,559,341 70.45%
384,770,000 149,815,057 38.94% 394,090,000 184,913,189 46.92%

農村給水 250,000,000 143,433,337 57.37% 95.74% 26.24% 250,000,000 181,906,929 72.76% 98.37% 28.35%
都市給水リハビリ 134,770,000 6,381,720 4.74% 4.26% 1.17% 144,090,000 3,006,260 2.09% 1.63% 0.47%

14,161,054 14,161,054 2.59% 77,495,300 12.08%
UNICEF　（ﾍﾟﾝﾊﾞ島での活動費支

援) 14,161,054 14,161,054 67,195,300 67,195,300 86.71% 10.47%

UNDP 0 0 10,300,000 10,300,000 15.33% 1.61%

433,842,000 390,483,854 90.01% 449,312,000 389,450,852 86.68%
290,677,000 263,942,864 90.80% 67.59% 48.28% 316,471,000 297,559,973 94.02% 76.41% 46.38%

60,790,000 56,961,212 93.70% 14.59% 10.42% 56,660,000 52,485,067 92.63% 13.48% 8.18%
休暇旅費 　 4,805,834 　 360,000
バス賃　(交通費) 表 27,495,708 26,465,800
残業/日当 4,999,670 210,000
特別手当 19,660,000 24,749,267
活動手当 0 0
モーターバイク手当 0 0

2,266,000 1,811,040 79.92% 0.46% 0.33% 2,271,000 496,000 21.84% 0.13% 0.08%
電話 1,560,000 160,000
ファックス 1,919,040 276,000
郵便 60,000 60,000

7,675,000 7,675,000 100.00% 1.97% 1.40% 11,688,000 5,539,320 47.39% 1.42% 0.86%
ガソリン 2,625,000 5,242,500
潤滑油 595,000 0
ディーゼル 4,455,000 296,820

2,191,000 1,891,050 86.31% 0.48% 0.35% 4,280,000 961,800 22.47% 0.25% 0.15%
文具 1,420,000 2,350,000 960,800
PCアクセサリー 0 1,930,000 0
雑多消耗品 471,050 0 0

5,409,000 5,374,484 99.36% 1.38% 0.98% 2,450,000 0 0.00% 0.00% 0.00%
簡易土木工事 1,803,000 0 0
ビル施設 1,202,000 0 0
消毒 2,369,484 0 0

8,816,000 8,205,000 93.07% 2.10% 1.50% 3,890,000 1,665,960 42.83% 0.43% 0.26%

修繕・維持管理 　 4,088,000 0 469,200

予備、アクセサリー購入 4,117,000 0 1,196,760

アクセサリー交換 0 0 0

1,202,000 1,089,600 0 0

モーターバイクの購入 1,202,000 1,089,600 0 0

1,803,000 1,509,200 83.70% 0.39% 0.28% 1,803,000 1,259,000 69.83% 0.32% 0.20%
国内航空券 601,000 1,750,000 1,259,000
海外航空券 908,200 0 0

5,700,000 3,309,420 58.06% 0.85% 0.61% 6,350,000 1,830,000 28.82% 0.47% 0.29%
国内訓練 3,309,420 1,250,000 1,830,000
海外訓練 0 5,100,000 0

120,000 90,000 75.00% 0.02% 0.02% 200,000 0 0.00% 0.00% 0.00%
定期雑誌/新聞 90,000 200,000 0

590,000 308,700 52.32% 0.08% 0.06% 590,000 0 0.00% 0.00% 0.00%
食事・茶菓代 0 1,200,000 0
ホテル宿泊費 308,700 500,000 0

8,414,000 8,414,000 100.00% 2.15% 1.54% 6,000,000 1,100,000 18.33% 0.28% 0.17%
電気代 8,414,000 6,000,000 1,100,000

1,300,000 0 0.00% 0.00% 0.00% 0 0 0.00% 0.00%

275,000 273,600 0.07% 0.05% 300,000 24,000 0.01% 0.00%

車両、モーターバイク等の修繕 273,600 300,000 24,000

3,845,000 1,354,706 35.23% 0.35% 0.25% 1,245,000 0 0.00% 0.00% 0.00%

備品、カーテン、床等 1,354,706 0

肥料等 0 0

洗面、水周り、台所用品 0 0

29,067,000 27,280,379 93.85% 6.99% 4.99% 32,114,000 26,529,732 82.61% 6.81% 4.14%

ZSSF 26,286,779 32,114,000 26,529,732

2,500,000 993,600 39.74% 0.25% 0.18% 3,000,000 0 0.00% 0.00% 0.00%
薬品調達 993,600 3,000,000 0

教育資機材合計

接待交際費合計

車両、バイク等の購入費

施設維持管理費合計

機械、資機材並びに維持費合計

旅費合計

訓練費用合計

医療厚生費　(薬品調達等）

その他購入品やサービスへの支払合
計

車両、モーターバイク等の機材代合
計

什器備品等の購入費

燃料費合計

事務所消耗品合計

給与

手当て合計

通信費合計

出典:"MWCEL, Annual Account for the Year Ended 30th June 2005 & Annual Account for the Year Ended 30th June 2006"を基に計算

FY 2005/2006

合計

年金・厚生基金

FY 2004/2005

経常予算

開発予算

特別予算からの支出合計

光熱費合計
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